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主な 新規・拡充事業など ８年度に取り組む事業のうち一部を抜粋

新規事業 拡充事業拡新

３月議会で８年度予算が成立しましたので、主な新規・拡充事業
をお知らせします。 問い合わせ＝財政課 ( 559-5018 FAX 563-
1366 )予算概要

特　集 \　８年度　/

ふるさと地域交付金　4,173 万円
協働のまちづくりの実現や地域課題の解決に向けた活動
への交付金。地域が自主的な活動を続けていけるよう、
若者・現役世代の参加促進や地域外の団体や学生との連
携促進の取り組みへの交付上限額を拡大。

地域クラブ活動の設置・運営支援事業　8,259 万円
こどもたちが多様なスポーツ・文化芸術活動に取り組むこ
とのできる環境を整えるため、８年度中に中学校の部活動
を地域クラブ活動へ移行。７年度〜９年度の３年間を実証
期間とし、円滑な運営や支援のあり方などを検討。

地域のつながり強化

拡

乗合交通導入運行事業　2,110 万円
地域・市・交通事業者の連携・協力により、地域の実情に
応じた予約型の乗合運行による新たな地域内交通を導入。

アンダーパス冠水対策事業　820 万円
大雨時の道路冠水による事故を予防するため、冠水のおそ
れがあるアンダーパスにバルーン式仮封鎖装置を設置。

安全安心で利便性にすぐれた基盤づくり

拡 農業用ラジコン草刈機貸出事業　300 万円
ラジコン草刈機のレンタル制度を整備し、重労働である
草刈りの負担を減らすことで、農業者の営農継続を支援。

小規模農家営農継続支援事業　750 万円
小規模農家を対象とした農業機械の導入支援において、
農業者のニーズなどを踏まえ、新たに中古農機を補助対
象に追加。

担い手 ( 人材 ) 確保

拡

新

郵送方式による大腸がん検診の開始　449 万円
検体を郵送することで検査を受けられる大腸がん検診を
新たに開始し、検診を受ける機会を拡大することで、早
期発見・早期治療による健康寿命の延伸を目指す。

骨折予防対策事業　113 万円
骨折・骨粗しょう症予防の啓発や、検診対象の拡大、高
齢者の骨折防止対策を強化することで、要介護状態への
移行を防ぎ、健康寿命の延伸を目指す。

健康寿命延伸

拡
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道路・都市公園等植栽管理事業　3 億 6,142 万円
道路や公園の除草・剪

せ ん て い

定により美しい景観を維持すると
ともに、危険木の調査・伐採を行う。

新ごみ処理施設整備事業　27 億 650 万円
最新技術を導入し、環境負荷の低減と経済性を両立させ
た新ごみ処理施設を、10 年 10 月の本格運用開始に向け
て整備。

美しいまち三田
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会 計
水 道 事 業 下 水 道 事 業 市 民 病 院 事 業

収益的収支＊２ 資本的収支＊３ 収益的収支 資本的収支 収益的収支 資本的収支

収 入 30.0億円   12.2億円   31.1億円     6.2億円   15.4億円     27.7億円

支 出 29.0億円   19.3億円   30.9億円   14.3億円   20.2億円     27.8億円

差 引   1.0億円 △ 7.1億円     0.2億円 △ 8.1億円 △ 4.8億円   △ 0.1億円

＊２…収益的収支：水道料金や下水道使用料などの収入と人件費や施設維持費などの支出による営業活動の収支
＊３…資本的収支：建設や機器の更新を中心とした収支。収支不足の場合は、内部留保資金等で補てん

【 水道事業会計 】
施設の計画的な更新を進め
るとともに、災害などに備
えて広域連携による迅速な
危機管理体制を構築。

【 下水道事業会計 】
施設の更新・耐震化を計画
的に進めるとともに、災害
対策としてマンホールトイ
レを整備。

【 市民病院事業会計 】
指定管理者と協力し、安全で良
質な急性期医療を安定的・継続
的に提供。地域医療の核となる
新病院の開院準備を着実に推進。

概 要

住み替え支援補助事業　4,040 万円
若者の定住・移住を促すため、住宅購入やリフォームへ
の補助金を支給。さらに、市外からの転入者には地元農
産品を贈呈。

三田市シティブランディング推進事業　1,850 万円
人口減少下でも豊かな暮らしを継承するため、市外から
人や活力を呼び込み、市民が誇りを持てる「選ばれるまち」
としてのブランド価値を確立。

三田市観光案内所統合及び機能拡充　6,307 万円
３つの観光推進拠点を「三田市観光案内所」として三田
駅前に集約し、新たに観光コンシェルジュを配置。

三田市まなびと交流・共創施設整備事業　2,049万円
学びや交流を通じて三田駅前のにぎわいを創出するため、
若者や子育て世代を中心に幅広い世代を対象とした「三
田市まなびと交流・共創施設」を９年度にかけて整備。

人口減少抑制
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こどもの命を守り、育ちを支える

ひとり親家庭体験学習支援事業　335 万円
家庭環境による体験格差をなくし、こどもの成長を支え
るため、ひとり親家庭の小・中学生を対象に、自然体験
や歴史学習などの機会を提供。

小学校給食費の公費負担　3 億 3,815 万円
国の新たな支援枠組みを活用しつつ、不足分を市が負担
することで、保護者の給食費負担をゼロにするとともに、
引き続き質の高い小学校給食を提供。

小中学校体育館空調設置事業　3,261 万円
児童生徒の熱中症対策のため、小中学校の体育館へ空調
設備を導入。また、災害時の避難所機能の強化を図る。

新統合中学校建設事業　9 億 5,446 万円
13 年４月開校を目標に、上野台中学校と八景中学校を統
合することにより、生徒にとって望ましい学校規模を確
保し、教育環境の充実を図る。

新

新

新

戸籍証明書コンビニ交付サービス事業　1,705 万円
全国のコンビニエンスストアで戸籍証明書の取得を可能に
し、利便性の向上を図る。

業務削減推進事業　1,804 万円
市民サービスの維持・向上を図るため、市の業務量・必
要人員の可視化調査を実施し、具体的な業務削減や効率
化を推進。

信頼される市役所

新

新

【 歳入 】賃上げなどで個人市民税が 2.8 億円増える
一方、収益減などで法人市民税は 3.3 億円減少。市
税全体では前年度から 0.5 億円減少し 184.5 億円。

＊１…�市民病院の診療などに係る収入・支出は指定管理者が管理することとなるため、市民病院事業会計が 73 億円減少

【 歳出 】新ごみ処理施設の整備や新統合中学校建設
などの大規模投資により、財政需要が増大。建設事
業費全体では前年度から47.2億円増加し113.4億円。

会計 ７年度
予算額

８年度
予算額 増減額 増減率

一般
会計 471.4億円 536.4 億円 65.0億円 13.8 ％ 教育・福祉や道路・公園の整備など、

市の基本的な行政サービスを行う会計

特別
会計 225.2億円 237.5 億円 12.3億円 5.5 ％ 国民健康保険など特定の収入があり、

使い道が決まっている５つの会計

企業
会計 215.6億円 141.6 億円 △ 74.0億円 △ 34.3 ％ 民間企業のように利用料金などの収益

で運営している３つの会計

総計 912.2億円 915.5 億円 3.3億円 0.4 ％ -
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